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静
岡
市
と
化
学
製
品
メ
ー
カ
ー
な
ど
市
内
外
の
企
業
４
社

は
３‐
日
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
、
大
気
中
の
二
酸
化

炭
素

（Ｃ
０
２
）
を
直
接
回
収
す
る
技
術

「Ｄ
Ａ
Ｃ

（ダ

ッ

ク
＝
ダ
イ
レ
ク
ト

・
エ
ア

。
キ
ャ
プ
チ
ャ
ー
）
」
に
関
す
る

連
携
協
定
を
締
結
し
た
。
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
エ
場
で
発
生
す

る
産
業
廃
棄
物

「生
コ
ン
ス
ラ
ッ
ジ
」
か
ら
炭
酸
カ
ル
シ
ウ

ム
を
生
成
し
、
多
種
多
様
な
製
品
の
材
料
と
し
て
活
用
し
、

３
年
以
内
の
事
業
化
を
目
指
す
。

た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
開
発
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

市
に
よ
る
と
、
生
コ
ン
ス
ラ

ッ
ジ
は
国
内
で
年
間
約
１
６
０

万
チ
が
発
生
し
て
い
る
が
、
ほ

と
ん
ど
が
埋
め
立
て
処
分
さ
れ

て
い
て
、
産
業
廃
棄
物
の
再
利

用
化
に
も
役
立
つ
と
い
う
。

コ
Ｅ
四
Ｄ
Ａ
Ｃ
プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
」
と
銘
打

っ
た
今
回
の
事
業

で
は
、
生
コ
ン
ス
ラ
ッ
ジ
由
来

の
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
の
生
産
を

タ
ケ

・
サ
イ
ト
、
炭
酸
カ
ル
シ

ウ
ム
を
材
料
と
し
た
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
開
発
を
大
林
組
、
製
品

や
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
の
販
路
拡

大
を
鈴
与
商
事
や
三
菱
商
事
建

係

彗

っ
。

一議
回
市
は
グ
リ
ー

ン
産
業
推
進
の

一
環
と
し
て
４

社
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
。

市
役
所
静
岡
庁
舎
で
の
締
結

式
で
は
、
各
社
の
代
表
者
ら
が

協
定
書
に
署
名
し
た
。
事
業
を

主
導
す
る
タ
ケ

・
サ
イ
ト
の
武

田
雅
成
社
長
は

「
ス
ピ
ー
ド
感

が
大
切
。
５
年
以
内
に
Ｄ
Ａ
Ｃ

の
プ
ラ
ン
ト
を
建
設
し
た
い
」

と
意
気
込
ん
だ
。
田
辺
信
宏
市

長
は

「実
行
体
制
構
築
の
下
支

え
を
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し

た
。

含
浴
編
Ｉ

池
谷
彎
↓

市
と
協
定
を
締
結
し
た
の
は

化
学
製
品
メ
ー
カ
ー
の
タ
ケ

・

サ
イ
ト

（同
市
駿
河
区
）
や
、

工套

鮒

欠

墓

京
都
）
、
一誓

書

口

事

（静
岡
市
葵
区
）
、
三
菱
商

童
雇

材

（墓

昼

ｃ

。

炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
は
生
コ
ン

ス
ラ
ッ
ジ
を
粉
砕
し
て
水
な
ど

と
混
ぜ
る
こ
と
で
生
成
さ
れ
、

そ
の
過
程
で
大
気
中
の
Ｃ
０
２

を
吸
収
す
る
。
多
様
な
製
品
の

材
料
に
使
う
こ
と
で
、
排
出
量

を
上
回
る
Ｃ
０
２
を
削
減
す
る

「
カ
ー
ボ
ン
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
」
に

つ
な
げ
る
。
大
林
組
は
現
在
、

こ
の
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
を
用
い

炭酸カルシウム生成しC02吸収
DACに 関する連携協定を締結 した
5者の代表者

=31日 午後、静岡市役所静岡庁舎

低炭素型コンクリ材料

産廃活用し開発めざす

静岡市、4社と連携協定

静
岡
市
は
３‐
日
、
サ
ー
キ

ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー

（循
環

型
経
済
）
に
向
け
た
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
構
築
を
テ
ー
マ
に

化
学
製
品
製
造
販
売
の
タ
ケ

・
サ
イ
ト

（静
岡
市
）
、
大

林
組
な
ど
４
社
と
連
携
協
定

を
結
ん
だ
。
生

コ
ン
ク
リ
ー

ト
エ
場
で
発
生
す
る
産
業
廃

棄
物

「
生
コ
ン
ス
ラ
ッ
ジ
」

を
用
い
て
、
大
気
中
の
二
酸

化
炭
素

（
Ｃ
０
２
）
を
吸
収

・
固
定
す
る
微
粉
木
を
生
産

し
、
低
炭
素
型

コ
ン
ク
リ
ー

卜
材
料
な
ど
の
開
発
を
目
指

す
。
３
年
以
内
の
事
業
化
を

目
標
に
す
る
。

「
静
岡
Ｄ
Ａ
Ｃ
プ

ロ
ジ

ェ

ク
ト
」
と
名
付
け
、
基
幹
技

術
を
持

つ
タ
ケ

・
サ
イ
ト
を

中
心
に
実
証
プ
ラ
ン
ト
の
整

備
な
ど
を
進
め
る
。
協
定
に

は
鈴
与
商
事
や
三
菱
商
事
建

材

（東
京

。
豊
島
）
も
加
わ

っ
た
。
大
林
組
は
新
た
な
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
開
発
、
鈴
与

商
事
と
三
菱
商
事
建
材
は
製

品
販
売
な
ど
を
担
う
。
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静岡DACプロジェクトの概要


